










要約:遺伝相談の重要性は現在の日本ではまだ認められておらず,その意味や目的も殆ど理

解されていない。それゆえ遺伝性疾患の実体も正しい理解がなされていない。遺伝相談の

第一歩は正しい診断と疾患理解である。経験上,遺伝病は単純に恐れ避けられて,対応への

冷静さも欠落しているとみられるが,これは個人的な印象で客観性を欠いている。そのた

め,一般に人々が遺伝病をどのように認識しているか“イメージテスト”によって調べた。


